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３ 要 旨  

 近年、イネドロオイムシ（イネクビホソハムシ）を対象とした薬剤防除を実施しているもにもかかわらず甚大
な被害を受けているほ場が散見されている。この原因の一つとして薬剤感受性の低下が考えられることか
ら、イネドロオイムシの薬剤感受性の実態を調査した。 

 
(1) 県内数カ所の水田から採集したイネドロオイムシのベンフラカルブおよびカルボスルファンに対する感

受性を調査した結果、明らかに感受性の低い個体群が確認された。

(2) ２薬剤それぞれに対する感受性は、個体群毎に同様の傾向を示しており、既に報告されているカーバ
メート系薬剤に対する交差抵抗性の現象（城所，1997）が本結果からも認められた。

(3) 以上のことから、県内でのカーバメート系薬剤に対する低感受性個体群の発生が確認され、このこと
が近年のイネドロオイムシ被害要因の１つであると考えられた。

４ その他の資料等  

 （１）城所 隆（1997）：イネ害虫：イネドロオイムシ，植物防疫 51（２）：36～41． 


